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テテ－マ２
船来山（自然資源、文化・歴史資源）

を生かした楽しみ方

船来山（古墳群）
以外の資源とは

資源調査

歴史・文化

遊歩道の整備

自然

環境づくり

イベント・体験を実施

テ－マ１
古墳を生かした楽しみ方

遊歩道を整備する

どんな遊歩道が良いか？

環境整備をする

可視化する

発展的なプログラム
につなげる

学習の場

子供も楽しめる
プログラムを

提供する

船来山古墳群を知る入口が必要
（地元の人々も含めて）

テ－マ３
船来山周辺の観光資源等

と連携した楽しみ方

歴史資源

新しい資源

連携方法（伝え方）

地域連携

テ－マ４
船来山のPR方法

イベント

連携の対象

遊歩道

看板・マップ

マスコミ等による
情報発信

前提条件：
（地域での準備）

地域の意識

インフラ

調査・戦略

◆ 第３回ワークショップのながれ◆ 第３回ワークショップのながれ 事務局長挨拶

第２回WSの趣旨説明・参加者紹介

前回WSの振り返りと今回のテーマ説明

・語りべボランティア

・文化財保護審議会

・ふるさと学習館ロマンプロジェクト受講生

・糸貫公民館郷土の歴史文化教室受講生

・船来山 76 号墳測量参加者

・岐阜農林高校森林科学科

以上多数の皆さんにご参加いただきました。

（参加合計人数：30 名）

ワークショップでのアイデ

アや意見は、現在行っている

既存資料等調査結果の収集・

分析と合わせて、船来山古墳

群（本巣市）の基本構想とし

てまとめていきます。

おはようございます。

お休みの所早朝よりご参加い

ただきありがとうございます。

今回は第１回、第２回とは趣を

変えて、船来山古墳群の今を体

感していただき、ご意見ご感想

をお願いしたいと思います。

第２回ワークショップの振り返りを行いました。

第２回では４つのテーマについてそれぞれ話し合いを行い、

主な意見とアイデアとして以下の様な内容が提案されました。

１. 教育委員会事務局長挨拶

２. 第３回ワークショップの趣旨説明

３. 参加者紹介

４. 前回ワークショップの振り返り

５. 岐阜農林高校生植生調査結果発表

６. 草刈り体験作業　作業分担等説明

７. 草刈り体験作業・古墳探し

８. 赤彩古墳見学

７. 終了

◆ 第◆ 第

第３回船来山古墳群第３回船来山古墳群

開催H27 . 1 1 . 7 開H2 7 . 1 1 . 7 開催

裏も見てね！！裏も見 ！！裏も見てね！！

船来山古墳群
マスコットキャラクター

船来山古墳群
マスコットキャラクター

船来山古墳群
マスコットキャラクター
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・植生の主体はツブラジイ。

・すなわち比較的自然度の　

高いエリア。

・ヒサカキが主体。

・株立ちしたヒサカキは萌芽

更新したものと思われる。

・林内が暗く、林床にあまり

植物が見られない。

ツブラジイツブラジイ ヒサカキヒサカキ

・コブシ、ナナカマド等は　

植栽由来と考えられる。

・植栽は荒れ気味のため、　

適切な管理が必要

ナナカマドナナカマド

第１回ＷＳの際に、

昔はシイノミを食べ

たという意見があっ

たことから、皆でシ

イノミを食べてみま

した。皆、「結構おい

しい」と好評でした。
第１プロットの特徴

岐阜農林高校生による
　　　　　　植生調査結果発表

平成 28 年３月６日（日）　13：30 ～ 15：00　

「船来山古墳群 本巣市 基本構想 仮「船来山古墳群 本巣市 基本構想 仮

≪今後の予定≫≪今後の予定≫

の発表会を行います。
富有柿の里柿センターにて、このワークショップの成果を生かして
まとめる
皆さん奮ってご参加ください。

第２プロットの特徴 第３プロットの特徴

岐阜農林高校の皆さんが、調査されてい

る３つのプロット（植物の種類と胸高直径）

の特徴が発表されました。

草刈り体験作業
①移動

富有柿の里柿センターから

柿畑の間を抜けて八幡神社

まで歩いて移動しました。

②草刈り体験

草で埋もれた58号墳のま

わりの草刈りを皆で行いま

した。

③赤彩古墳の見学をし、解説

を聞きました。

移動の途中で見られる古墳に

ついて解説を聞きました。 クズのツルでリースの土台も

作りました。

これが数々の宝物の出土した

赤彩古墳です。

赤彩古墳と、その眼下に広が

る濃尾平野（本巣市）をバッ

クに記念撮影です。

（曇りだったので、背景が霞ん

で残念でした。）


